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令和８年度全国学力・学習状況調査

１　平均正答率（％）

学校種

教科 国語 算数 国語 数学 英語

茨城県 61 55 65 57 494

全国 60.9 56.4 63.9 57.0 499

２　小学校国語

　○　本市においても、以下の設問に関して本県と同様の傾向が見られた。

⑴　成果の見られた設問（正答率75％以上）

本県 全国

２三ア 78.8% 80.0%

３一 74.7% 76.7%

⑵　課題の見られた設問（正答率50％以下）

本県 全国

２三イ 36.3% 45.2%

２四 41.2% 33.5%

３　小学校算数

　○　本市においても、以下の設問に関して本県と同様の傾向が見られた。

⑴　成果の見られた設問（正答率75％以上）

本県 全国

３（１） 92.8% 94.5%

４（２） 76.2% 78.1%

４（４） 73.1% 74.9%

⑵　課題の見られた設問（正答率50％以下）

本県 全国

１（３） 40.7% 40.1%

１（４） 45.2% 45.2%

２（３） 34.5% 36.1%

２（４） 32.1% 34.2%

３（３） 42.9% 44.0%

４（３） 16.0% 17.9%

○　本市全体の平均正答率は全国と比較して、中学校数学は大きく上回っている。小学校国語、

中学校国語は上回っている。中学校英語はほぼ同じ、小学校算数はやや下回っている。

小　学　校 中　学　校

※中学校英語は、IRTスコア集計値

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う

ことができるかどうかをみる

話や文章の種類とその特徴について理解することができるか

どうかをみる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う

ことができるかどうかをみる

引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

ことができるかどうかをみる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されている

ことを理解し、条件に合う小数をつくることができるかどう

かをみる

示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時

間を求めることができるかどうかをみる

帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取る

ことができるかどうかをみる

体積の意味について理解しているかどうかをみる

日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着

目して直方体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基

に、調べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できるか

どうかをみる

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、そ

の商から二つの広場のどちらの方が混んでいるのかについて

判断できるかどうかをみる

基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶ

ことができるかどうかをみる

異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて

記述できるかどうかをみる

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかど

うかをみる
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令和８年度全国学力・学習状況調査

４　中学校国語

　○　本市においても、以下の設問に関して本県と同様の傾向が見られた。

⑴　成果の見られた設問（正答率75％以上）

本県 全国

１一 83.8% 84.3%

１三 85.7% 85.4%

２三 71.5% 70.4%

３二 92.5% 92.3%

⑵　課題の見られた設問（正答率50％以下）

本県 全国

３一 43.1% 39.8%

３四 45.5% 45.0%

４二 33.3% 35.2%

４四 37.5% 38.9%

５　中学校数学

　○　本市においても、以下の設問に関して本県と同様の傾向が見られた。

⑴　成果の見られた設問（正答率75％以上）

本県 全国

1 85.1% 85.7%

６（１） 76.3% 73.2%

７（１） 73.0% 75.2%

９（２） 75.4% 75.8%

⑵　課題の見られた設問（正答率50％以下）

本県 全国

3 44.1% 49.1%

６（３） 45.5% 44.6%

７（２） 36.4% 33.9%

８（２） 38.8% 46.1%

８（３） 35.8% 37.1%

９（１） 43.4% 46.0%

情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができ

るかどうかをみる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

助動詞の働きについて理解しているかどうかをみる

単語の活用について理解しているかどうかをみる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

表現の効果を考えて描写することができるかどうかをみる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと

ができるかどうかをみる

表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏ま

え、よい点や改善点を見いだすことができるかどうかをみる

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることが

できるかどうかをみる

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かな

ものにすることができるかどうかをみる

数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方

法を数学的に説明することができるかどうかをみる

具体的な場面において、正の数と負の数を用いて変化や状況

を表すことができるかどうかをみる

問題場面における考察の対象を明確に捉えているかどうかを

みる

与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取るこ

とができるかどうかをみる

箱ひげ図と四分位数の対応について理解しているかどうかを

みる

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

２直線が平行になるための条件を理解しているかどうかをみ

る

統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて

説明することができるかどうかをみる

筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる

具体的な事象を基に、証明する事柄の仮定を見いだすことが

できるかどうかをみる

累積度数の意味を理解しているかどうかをみる
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令和８年度全国学力・学習状況調査

６　中学校英語

　○　本市においても、以下の設問に関して本県と同様の傾向が見られた。

⑴　成果の見られた設問（正答率75％以上）

本県 全国

2 78.2% 78.5%

3 76.0% 76.0%

7 72.3% 72.4%

⑵　課題の見られた設問（正答率50％以下）

本県 全国

4 46.8% 43.8%

10（１） 44.3% 47.5%

10（２） 26.7% 27.8%

14 26.5% 27.8%

平均正答率

問題番号 出題の趣旨
平均正答率

日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を聞き取

ることができるかどうかをみる

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断し

て、必要な情報を聞き取ることができるかどうかをみる

日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取

ることができるかどうかをみる

問題番号 出題の趣旨

日常的な話題について、話を聞き、概要を捉えることができ

るかどうかをみる

社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉え、考え

とその理由を書くことができるかどうかをみる

社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉え、考え

とその理由を書くことができるかどうかをみる

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整

理し、まとまりのある文章を書くことができるかどうかをみ

る

中学校英語は、CBT（コンピュータ使用型調査）、IRT（項目反応理論）を用いて実施。
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令和８年度全国学力・学習状況調査<児童生徒質問紙>

1　｢生活面に関わる内容｣

 (1) ＜基本的生活習慣､規範意識＞

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 94.0 93.4 93.3 92.5 91.1 90.9

R7 95.3 93.7 93.7 93.1 91.8 91.2

R6 94.7 93.7 93.7 93.9 91.7 91.2

R8 84.8 84.3 82.8 82.9 81.0 80.5

R7 85.1 83.0 81.9 83.2 81.2 81.0

R6 86.6 84.0 82.9 84.8 81.7 80.7

R8 92.0 91.6 90.7 93.8 92.9 92.4

R7 94.7 91.9 91.0 93.4 92.8 92.6

R6 93.9 92.3 91.6 94.7 92.9 92.5

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

 (2) ＜自尊感情､将来に関する意識＞

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 87.4 85.2 85.6 84.7 83.0 84.0

R7 88.2 86.5 86.9 87.2 85.8 86.2

R6 85.4 82.7 84.1 85.0 82.7 83.3

R8 91.3 90.7 91.4 91.8 90.9 90.9

R7 93.3 91.7 92.2 93.2 92.5 92.2

R6 92.5 89.1 89.9 92.5 90.8 90.4

R8 83.1 83.3 81.8 70.3 69.0 67.6

R7 85.2 85.2 83.1 69.7 69.3 67.5

R6 85.8 84.7 82.4 66.3 68.0 66.3

R8 93.3 93.0 92.7 91.3 90.7 90.8

R7 94.4 94.2 93.7 92.5 91.1 90.9

R6 94.9 93.1 92.7 91.7 90.3 90.1

R8 97.2 96.1 96.2 96.4 95.5 95.1

R7 98.0 97.4 97.2 96.7 96.3 95.9

R6 98.0 97.1 96.7 96.7 96.1 95.7

R8 72.1 70.9 70.6 69.3 70.5 71.9

R7 70.6 70.1 70.6 74.9 71.9 73.2

R6 69.1 66.8 67.1 70.5 65.1 67.5

R8 95.8 95.6 95.8 96.7 96.0 95.9

R7 96.8 96.0 96.4 97.1 97.0 96.6

R6 96.7 96.0 95.9 96.5 95.4 95.2

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

全国平均を＋５、県平均を上回っている項目

全国、県平均を下回っている項目

1　｢朝食を毎日食べているか｡｣｢毎日､同じくらいの時刻に起きているか｡｣｢毎日､同じくらいの時刻に寝てい

るか、起きているか｣という質問に対して､｢当てはまる､どちらかといえば当てはまる｣と回答した割合は、小

学校(以下児童とする)、中学校(以下生徒とする)とも全国より上回っている｡

     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

朝食を毎日食べている｡  (小･中1)

毎日､同じくらいの時刻に寝ている｡

(小･中2)

1　自分自身に関する質問について

　｢自分には､よいところがあるか｡｣「将来の夢や目標を持っている｡」という質問に対して､肯定的に回答し

た児童生徒の割合は､国の平均を上回っている。自己肯定感が高く、夢や希望をもっている児童生徒が多いと

いえる。

2　いじめに関する質問について

　｢いじめは､どんな理由があってもいけないことだと思う｡｣という質問に対して、肯定的に回答した児童生徒

の割合は、全国の平均を上回っている｡

質問項目(　)は質問番号 年度

先生は､あなたのよいところを認めてく

れていると思う｡(小･中9)

毎日､同じくらいの時刻に起きている｡

(小･中3)

質問項目(　)は質問番号 年度
     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

自分には､よいところがあると思う｡

(小･中8)

将来の夢や目標を持っている｡(小･中

10)

人が困っているときは､進んで助けてい

る｡(小･中11)

いじめは､どんな理由があってもいけな

いことだと思う｡(小･中12)

人の役に立つ人間になりたい｡(小･中

14)

困りごとや不安がある時に､先生や学校

にいる大人にいつでも相談できる。

(小･中13)
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令和８年度全国学力・学習状況調査<児童生徒質問紙>

 (3) その他　

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 89.3 86.8 85.7 87.7 85.5 85.4

R7 91.6 87.8 86.5 89.2 86.3 86.1

R6 89.5 86.6 84.8 86.2 83.9 83.8

R8 83.0 79.9 77.9 87.7 85.5 85.4

R7 83.5 79.5 78.1 80.8 79.0 79.2

R6 83.0 77.7 75.8 80.7 76.1 76.2

R8 94.2 92.0 91.1 94.5 91.4 91.2

R7 94.5 92.7 91.7 91.8 91.4 91.4

R6 93.7 92.1 91.1 92.7 90.6 90.1

R8 93.2 91.9 92.5 91.7 90.7 91

R7 95.1 93 93 92.2 91.5 91.6

R6 92.7 91.4 91.7 91.1 89.4 89.8

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

学校に行くのは楽しいと思う｡(小･中

15)

友達関係に満足している。(小･中17)

質問項目(　)は質問番号 年度

普段の生活の中で､幸せな気持ちになる

ことはどれくらいありますか｡(小･中

21)

     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

1　魅力ある学校に関して

･｢学校に行くのは楽しいか｡｣｢自分と違う意見について考えるのは楽しいと思うか｡｣という質問に対し､肯定

的に回答した児童割合は全国と比較して大きく上回っている｡

２　友人関係について

･｢友達関係に満足していますか｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は全国と比較して大き

く上回っている。学校や友人に対して、肯定的に捉えている児童生徒が多い。

3　ウェルビーイングに関して

・｢幸せな気持ちになることはどれくらいあるか｡｣という設問に対して、肯定的に回答した児童生徒の割合は

全国と比較して上回っている｡

自分と違う意見について考えるのは楽

しいと思う｡(小･中16)

5



令和８年度全国学力・学習状況調査<児童生徒質問紙>

2　｢学習面に関わる内容｣

 (1) ＜学習に対する関心･意欲･態度＞

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 59.7 57.9 57.4 61.0 58.6 57.2

R7 62.9 60.7 58.3 58.2 60.2 57.9

R6 71.3 64.0 62.0 65.5 66.1 64.3

R8 85.5 81.9 81.5 84.1 79.4 76.8

R7 88.1 84.4 82.8 82.8 80.2 77.0

R6 92.2 87.6 86.3 89.9 85.4 82.7

R8 91.9 91.3 90.4 93.1 89.2 88.2

R7 92.6 91.0 90.4 89.4 88.9 88.3

R6 95.6 94.2 93.2 93.2 91.4 90.6

R8 61.9 58.0 57.6 59.8 57.4 56.1

R7 62.3 58.0 57.9 55.3 53.6 53.8

R6 65.0 60.9 61.0 56.8 55.0 57.2

R8 83.2 78.0 77.5 81.3 74.6 74.2

R7 84.5 78.8 78.3 77.6 70.4 70.3

R6 88.3 83.0 82.1 80.8 74.7 75.7

R8 93.0 91.5 91.0 81.8 78.6 76.5

R7 91.7 91.6 91.6 77.5 76.4 75.2

R6 95.2 94.6 94.1 82.0 79.9 78.5

英語の勉強は好きだ(小･中70) R8 70.5 67.5 66.7 59.1 52.0 51.2

将来、積極的に英語を使うような生活をし

たり職業に就いたりしたい(小71･中73)
R8 50.5 47.2 45.4 35.7 36.1 34.1

これまで、学校の授業以外で、英語を使う

機会があった｡(小72･中75)
R8 51.3 48.3 46.2 41.0 39.9 36.6

R8 68.5 68.5 68.8 93.2 85.8 77.7

R7 74.0 72.7 71.7 92.3 86.7 76.5

R6 60.2 59.9 59.5 85.2 77.9 64.4

1　各教科の興味関心、理解について

・｢国語の勉強が好き｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童の割合は､全国と比較して上回っている｡生

徒の割合は、大きく上回っている。

・｢算数・数学の勉強が好き｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は､全国と比較して大きく

上回っている｡

 ・｢英語の勉強が好き｡｣という質問に対し､肯定的に回答した生徒の割合は､全国と比較して大きく上回ってい

る｡

・｢国語や算数・数学の授業内容がよくわかる｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は､全国

と比較して大きく上回っている｡

2　ICT活用について

・昨年までの授業でコンピュータなどのICTを週３回以上使用した生徒の割合は、全国と比較して大きく上

回っている。

 ・PC・タブレットなどのICT機器で、「情報を整理することができると思う。」「学校のプレゼンテーショ

ンを作成することができると思う。」という質問に対して、肯定的に回答した児童生徒の割合は､全国と比較

して大きく上回っている｡

国語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う。(小･中55)

算数･数学の勉強は好きだ｡(小･中61)

     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)
質問項目(　)は質問番号 年度

国語の授業の内容はよく分かる｡(小･中

54)

国語の勉強は好きだ｡　　(小･中53)

算数･数学の授業の内容はよく分かる｡

(小･中62)

算数の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う。(小･中63)

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

昨年度までの授業でコンピュータなどのＩ

ＣＴを週3回以上使用した｡(小･中35)
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令和８年度全国学力・学習状況調査<児童生徒質問紙>

R8 81.7 79.4 79.1 88.5 86.5 84.8

R7 83.0 81.2 81.8 88.5 85.5 83.6

R8 73.1 70.6 69.5 77.9 72.0 69.4

R7 70.7 68.8 69.3 71.5 66.4 63.3

R8 79.3 78.0 74.6 85.4 82.7 80.0

R7 82.1 79.2 76.7 84.6 80.4 76.6

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

 (2) 学び方(主体的･対話的で深い学び)に関する内容

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 67.9 66.3 66.4 73.4 65.2 65.5

R7 69.1 68.6 68.6 67.3 62.5 63.0

R6 70.8 65.8 67.6 66.9 63.6 64.8

R8 80.8 79.2 77.6 84.0 79.4 78.8

R7 83.4 81.1 80.3 81.3 79.3 77.7

R6 86.8 83.1 81.9 83.7 80.9 80.3

R8 75.9 74.4 73.4 75.5 71.9 70.8

R7 79.9 78.9 77.8 74.6 73.3 70.6

R6 85.1 81.5 79.6 81.3 77.1 75.4

R8 83.1 80.8 80.8 81.4 78.7 78.9

R7 88.0 84.8 83.4 85.2 80.6 79.3

R6 89.8 85.8 84.3 82.6 81.4 80.9

R8 87.1 86.3 85.7 90.9 87.4 87.0

R7 86.5 85.0 84.9 86.2 84.8 84.7

R6 91.6 87.1 86.3 90.3 86.9 86.1

R8 81.4 79.9 78.4 83.4 80.5 79.0

R7 83.3 80.2 79.4 76.5 74.6 73.4

R6 87.8 82.8 80.8 81.2 78.2 77.9

R8 84.5 81.1 79.9 87.0 81.4 80.8

R7 85.6 82.8 82.3 84.1 80.8 79.5

R6 86.0 82.2 81.3 88.6 83.0 82.2

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

学級の生徒との間で話し合う活動を通じ

て､自分の考えを深めたり､新たな考え方

に気づいたりことができているか｡(小･中

42)

学習した内容について､分かった点や､よ

く分からなかった点を見直し､次の学習

につなげることができているか｡(小･中

43)

昨年までの授業で､各教科などで学んだ

ことを生かしながら､自分の考えをまと

める活動を行っていたか｡(小･中40)

年度
     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

昨年までの授業で､課題の解決に向けて､

自分で考え､自分から取り組んでいたか｡

(小･中39)

学校のプレゼンテーションを作成すること

ができると思う。(小・中36ー4)

文章を作成することができると思う。(小・

中36－1)

情報を整理することができると思う。(小・

中36ー3)

総合的な学習の時間では､自分で課題を

立てて情報を集め整理して､調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでい

る｡(小･中47)

昨年までの授業で､自分にあった教え方､

教材､学習時間などになっていたか｡(小･

中41)

１　学習について

　昨年までの授業で、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたか｣、「学習した内容に

ついて､分かった点や､よく分からなかった点を見直し､次の学習につなげることができているか｡」という質

問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は､全国と比較して大きく上回っている｡

２　総合的な学習の時間について

 「総合的な学習の時間では､自分で課題を立てて情報を集め整理して､調べたことを発表するなどの学習活動

に取り組んでいる｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は､全国と比較して大きく上回ってい

る｡

PC・タブレットなどのICT機器で　(R7新設)

昨年までの授業で､自分の考えを発表する

機会では､自分の考えがうまく伝わるよ

う､資料や文章､話の組立てなどを工夫し

て発表していたか(小･中38）

質問項目(　)は質問番号
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令和８年度全国学力・学習状況調査<児童生徒質問紙>

 (3) 話合い活動に関する内容

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 85.3 83.5 81.5 90.4 86.5 84.5

R7 87.3 84.2 83.3 89.9 86.9 84.3

R6 91.5 86.3 84.2 90.4 88.3 86.3

R8 79.0 79.1 77.3 84.5 79.7 77.8

R7 83.0 81.3 80.8 82.8 79.2 77.3

R6 88.8 83.6 82.5 85.8 81.8 80.6

R8 90.1 88.3 86.9 92.9 91.6 91.3

R7 89.4 88.6 88.0 93.9 91.6 91.5

R6 92.0 89.1 88.2 93.5 92.4 91.7

※　単位は％｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した児童生徒の割合

年度

1　学級をよりよくする活動について

　｢あなたの学級では､学級生活をよりよくするために学級会で話し合い､互いの意見のよさを生かして解決方

法を決めていると思う｡｣という質問に対し､肯定的に回答した児童生徒の割合は全国よりも大きく上回ってい

る｡

2　学級活動について

　｢学級活動における学級での話合いを生かして､今､自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる｡｣という

質問に対し､肯定的に回答している回答した児童の割合は､全国より上回っている｡生徒の割合は大きく上回っ

ている。

3　道徳の授業について

　｢自分の考えを深めたり､学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいるか｡｣という質問に対し､

肯定的に回答している児童の割合は､全国より大きく上回っている｡生徒の割合は上回っている。

質問項目(　)は質問番号
     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

道徳の授業では､自分の考えを深めたり､学

級やグループで話し合ったりする活動に取

り組んでいる｡(小･中51)

あなたの学級では､学級生活をよりよくする

ために学級会で話し合い､互いの意見のよさ

を生かして解決方法を決めていると思う｡

(小･中49)

学級活動における学級での話合いを生かし

て､今､自分が努力すべきことを決めて取り

組んでいる｡ (小･中50)
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令和８年度全国学力・学習状況調査<学校質問紙>

１　ICTを活用した学習状況 小･中学校の割合（％）

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 100.0 87.5 82.8 87.5 89.0 82.3

R7 100.0 92.6 84.8 100.0 95.7 82.8

R6 77.8 74.9 69.0 87.5 81.7 67.5

R8 72.2 80.5 75.4 75.0 79.7 71.2

R7 77.8 80.5 72.9 62.5 86.0 71.2

R6 77.7 84.0 76.6 75.0 83.8 70.4

R8 50.0 52.8 51.9 50.0 68.5 47.9

R7 50.0 59.5 52.2 25.0 69.3 52.3

R6 83.4 62.4 55.1 50.0 68.5 51.9

R8 50.0 61.5 58.0 62.5 63.7 53.8

R7 61.1 69.8 61.4 62.5 68.9 55.9

R6 83.3 66.1 59.7 62.5 72.8 57.4

R8 27.8 45.2 42.5 37.5 47.8 36.1

R7 33.3 53.9 46.3 62.5 55.3 39.3

R6 55.6 54.1 45.0 75.0 60.4 41.1

R8 61.1 57.1 49.9 50.0 53.1 40.8

R7 38.9 58.8 51.0 37.5 54.8 41.2

R6 72.2 60.6 52.8 62.5 54.1 42.2

R8 22.2 53.3 43.2 50.0 69.9 53.2

R7 22.3 50.8 40.2 37.5 70.6 49.5

R6 5.6 46.5 36.2 37.5 69.8 45.5

R8 33.4 25.4 21.3 75.0 51.4 37.9

R7 44.4 26.4 24.2 50.0 46.5 39.3

R6 38.9 31.3 26.9 62.5 55.4 38.5

※｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した割合

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末をどの程度家庭で利用

できるようにしていたか｡｢毎日持

ち帰って､毎日･時々利用した｣(小

67･中75)

自分の考えをまとめ，発表･表現

する場面では､ICT機器を週３回以

上使用した｡(小62･中70)

自分で調べる場面では､児童生徒

一人一人に配備されたICT機器を

週３回以上使用した｡(小61･中

69)

前年度までに､一人一人に配備さ

れたﾀﾌﾞﾚｯﾄ等のICT機器を活用し

た授業を､ほぼ毎日実施した｡(小

60･中68)

PC･ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を､不登校児童に

対する学習活動等の支援に週３

回以上使用した｡(小70-1･中78ｰ

1)

児童生徒が自分の特性や理解度･進

度に合わせて課題に取り組む場面で

は､児童一人一人に配備されたPC･

タブレット等を週３回以上使用し

た｡(小65･中73)

児童生徒同士がやりとりをする場

面で､ICT機器を週３回以上使用し

た｡(小64･中72)

     中学校(後期課程)

教職員と児童生徒がやりとりをす

る場面では､ICT機器を週３回以上

使用した｡(小63･中71)

質問項目(　)は質問番号 年度
     小学校(前期課程)
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令和８年度全国学力・学習状況調査<学校質問紙>

２　学校運営に関する状況､教職員の資質向上に関する状況 小･中学校の割合（％）

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 83.3 82.1 79.5 50.0 78.3 65.2

R7 83.4 86.1 79.1 62.5 78.5 64.9

R6 94.4 85.6 78.9 87.5 74.5 64.7

R8 100.0 94.1 89.4 75.0 91.5 79.0

R7 94.4 92.9 88.5 75.0 86.4 78.0

R6 100.0 94.5 87.5 87.5 87.3 77.3

R8 33.3 50.1 44.0 75.0 50.4 40.4

R7 44.4 39.6 34.7 25.0 43.0 32.7

R6 61.1 41.2 32.8 37.5 41.3 28.8

R8 44.4 60.5 42.5 75.0 48.7 38.6

R7 50.0 56.6 44.3 62.5 52.2 40.1

R6 61.1 53.0 40.4 100.0 55.7 40.5

R8 50.0 64.4 51.5 50.0 50.9 37.6

R7 66.7 60.2 52.2 25.0 43.0 37.4

R6 72.2 54.3 48.1 37.5 40.0 36.0

３　主体的･対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 94.4 91.0 88.1 100.0 93.0 87.2

R7 94.4 94.7 89.3 87.5 93.4 88.2

R6 77.7 92.0 88.2 75.0 91.9 88.4

R8 94.5 83.9 78.9 87.5 85.0 81.4

R7 83.4 86.6 80.4 87.5 88.2 82.8

R6 88.9 83.1 78.3 75.0 86.4 82.7

R8 94.5 91.4 87.8 87.5 90.3 89.4

R7 94.4 91.9 89.2 100.0 93.4 90.8

R6 88.9 89.8 87.2 75.0 94.9 89.7

R8 94.4 91.2 87.0 87.5 88.1 79.9

R7 94.5 92.4 86.9 100.0 89.1 80.3

R6 100.0 92.5 85.7 100.0 85.1 78.6

※｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した割合

教員が学級の問題を抱えている場

合､月に数回程度ともに問題解決

に当たった｡(小･中15)

授業において､自らの考えがうま

く伝わるよう､資料や文章､話の組

立てなどを工夫して､発言や発表

を行っている｡ (小･中27)

学級やグループでの話合いなどの

活動で､自分の考えを相手にしっ

かりと伝えることができている｡

(小･中28)

年度
     小学校(前期課程)

ICTを活用した校務の効率化(事務

の軽減)の優良事例を十分に取り

入れている。(小・中16)

     中学校(後期課程)

各教科等で身に付けたことを､

様々な課題の解決に生かすことが

できるような機会を設けた｡ (小･

中36)

児童生徒の姿や地域の現状等に関する考

査や各種データなどに基づき、教育課程

を編成し、実践し、評価して改善を図る

一連のPDCAサイクルがよく確立してい

る｡(小･中17)

指導計画の作成に当たっては､教育内容

と教育活動に必要な人的･物的資源等

を､地域等の外部の資源を含めて活用し

ながらよく効果的に組み合わせている

(小･中18)

質問項目(　)は質問番号

     小学校(前期課程)
質問項目(　)は質問番号 年度

教員が授業で問題を抱えている場

合､率先してそのことについて月

に数回程度話し合うことを行っ

た｡(小･中14)

     中学校(後期課程)

授業では､課題の解決に向けて､自

分で考え､自分から取り組むこと

ができている｡ (小･中26)

10



令和８年度全国学力・学習状況調査<学校質問紙>

４　学習規律､学習スキル等の指導の工夫(生徒指導) 小･中学校の割合（％）

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 94.4 90.7 88.9 87.5 89.3 85.1

R7 88.9 93.8 90.3 87.5 90.4 86.5

R8 94.4 86.8 83.9 100.0 90.2 90.7

R7 72.2 88.8 85.9 100.0 92.5 92.0

R6 100.0 88.7 85.5 100.0 95.8 93.8

R8 100.0 97.0 96.6 100.0 95.6 91.2

R7 100.0 97.3 96.6 87.5 93.4 92.8

R6 100.0 97.8 96.1 100.0 95.3 91.9

R8 94.4 92.3 90.5 87.5 91.1 83.2

R7 94.4 93.5 90.4 75.0 86.4 84.0

R6 94.4 93.5 87.8 87.5 88.5 82.8

５　特別な配慮が必要な児童生徒への指導

 本市  本県  全国  本市  本県  全国

R8 100.0 98.7 98.8 100.0 95.6 96.0

R7 100.0 98.5 97.4 100.0 97.3 96.9

R6 88.9 98.0 94.9 87.5 97.4 94.0

６　小学校教育と中学校教育の連携

R8 61.1 71.4 67.0 37.5 74.3 72.0

R7 44.5 72.5 65.3 25.0 68.4 71.7

R6 50.0 72.8 64.0 37.5 73.6 69.0

７　家庭や地域との連携等

R8 100.0 92.5 89.1 87.5 86.7 84.4

R7 100.0 95.7 93.3 100.0 89.5 89.0

R6 100.0 89.1 88.9 100.0 83.0 84.1

※｢当てはまる｣､｢どちらかといえば当てはまる｣と回答した割合

前年度までに､近隣の中学校(小学

校)等と､教科の教育課程の接続や､

教科に関する共通の目標設定など､

教育課程に関する共通の取組を行っ

た｡(小76･中84)

     中学校(後期課程)
年度

     小学校(前期課程)

年度
     小学校(前期課程)      中学校(後期課程)

児童生徒は､授業中の私語が少な

く､落ち着いている｡ (小･中8)

前年度までに､児童生徒に対する授

業の中で､発達障害を含む障害のあ

る児童生徒も含めた、多様な児童生

徒が通常の学級に在籍していること

を前提に、学級全体での指導の工夫

を行った｡(小72･中81)

質問項目(　)は質問番号

質問項目(　)は質問番号

前年度までに､学校では､家庭での学

習方法等を具体例を挙げながら教え

た｡(小81･中89)

児童生徒は､熱意をもって勉強し

ている｡ (小･中7)　※R6はなし

コミュニティ・スクールや地域学校

協働活動等の取組によって、学校と

地域や保護者の相互理解が深まっ

た。(小79･中87)

前年度までに､学校では､児童が行っ

た家庭学習の課題について､その後

の教員の指導改善や児童の学習改善

に生かした｡(小83･中91)
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令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析  

 

  小学校国語  

本市の傾向と課題       
○ 全体の平均正答率は全国を上回り、県をやや上回った。 

○ 学習指導要領の内容別に見ると、「知識及び技能」の平均正答率は全国・県より上回っ

ている。「思考力、判断力、表現力等」の平均正答率は「A 話すこと・聞くこと」は全

国・県を上回り、「B 書くこと」は全国を大きく上回り、県を上回っている。しかしな

がら「C 読むこと」は全国を下回り、県をやや下回った。 

○ 問題形式別に見ると、「選択式」は全国・県を上回り、「短答式」は県を大きく上回っ

ているが、全国をやや下回っている。「記述式」は全国を上回り、県とほぼ同じである。 

 

 

 【課題】学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。  

 

 ２三イは、文中に示された「ふしぎ」を漢字で書く設問で、出題の趣旨は、学年別漢字配

当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかをみるものである。 

 本市の正答率は、全国をやや上回り、県を大きく上回っているが、全体の正答率が５割を

下回っている。「議」を「義」「疑」「気」などと解答している児童が見られた。漢字がも

つ意味を考えて使う習慣が身に付いていなかったり、漢字の由来や特質などについての理解

が十分でなかったりする児童が見られた。 

  

        指導のポイント     

○ 学年別漢字配当表の漢字について、当該学年までに配当されている漢字を読んだり、当該

学年の前の学年までに配当されている漢字を書いたり、文や文章の中で使うことができるよ

うにする。また、漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにするため、次のような

学習活動を取り入れていくことが考えられる。 

・ 個々の漢字を形式的に覚えるだけでなく、へんやつくりなど漢字の構成から意味を想像し

て調べたり、話し合ったりする活動を通して、同じ音や同じ部分をもつ漢字との違いに着目

して漢字の特徴を理解することが大切である。 

・ 「同じ音で読む漢字」「似た形の漢字」「間違えやすい漢字」を集めてカードや短冊にし

て教室に掲示するなど、日常的に漢字に触れることができる言語環境を整え、漢字に対する

興味や関心、字形に対する意識を高めることが大切である。 

・ 「不思議」と同様の構成になっている語句（不都合、不気味などの三字熟語）を集める活

動を通して、語の組み合わせや構成に対する理解を深めさせることが大切である。 

・ ＩＣＴ端末を活用して文章を書く機会が増えているが、必要に応じて国語辞典や漢字辞典

で調べる習慣を付けることも大切である。索引の使い方などの辞典の使い方や特色等につい

て理解を深め、語彙を広げることができるようにすることも重要である。 

   

関 連 

 解説資料Ｐ20～30、報告書Ｐ43～64（授業アイディア例を含む） 
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  小学校国語  

 

 【課題】引用して自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する  

  

２四は、調べた本や文章から必要な情報を引用しながら自分の考えを書く記述式の設問

で、出題の趣旨は、引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することがで

きるかどうかをみるものである。 

本市の正答率を見ると、全国を大きく上回り、県をやや上回っているが、全体の正答率

が５割を下回っている。引用する本の題名や本文の一部を正しく選んで抜き出せているが

かぎ（「  」）でくくっていない解答や自分の考えを書いていない解答が見られる。引

用の目的を意識できていなかったり、集めた情報の内容を自分の考えのように書いてしま

い、引用部分と自分の考えを区別して書くことができなかった児童が見られた。 

 

 

        指導のポイント        

 

○ 文章や情報を引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができ

るようにするため、次のような学習活動を取り入れていくことが考えられる。 

・ 引用する目的や必要性を確かめさせ、読み手を納得させるための根拠として引用を活用す

 る意識をもたせることが大切である。 

・ かぎ（「  」）でくくって示すことが、著作権を尊重し、他者の考えを保護するのに必

要な手続きであることを理解させることが重要である。 

・ 文章を作成する際に、出典（本の題名や著者名）を明確に記載させるとともに、本文から

抜き出した言葉をかぎ（「  」）で正確にくくらせることで、引用部分と自らの考えを明

確に区別して記述させる指導が大切である。 

・ 自分の体験のみで書いた文章と本から適切に引用して書いた文章を提示して読み比べする

活動を通して、引用によって主張の説得力が増す効果やよさを児童が実感できるようにする

ことが有効である。また、情報の信頼性・妥当性・客観性について確かめる方法についても

取り上げ、複数の情報を比べながら、最も効果的な情報であるかどうかを判断して選択でき

るようにすることも大切である。 

・ 児童同士が書き上げた文章を相互に読み合い、かぎ（「  」）や出典の記載等の引用の

手順が正しいかを確かめ合ったり、引用する部分を選んだ意図や目的について交流して自分

の考えを明確にしたり、推敲したりする活動を取り入れることが大切である。 

   

関 連   

 解説資料Ｐ20～30、報告書Ｐ43～64（授業アイディア例を含む） 
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  小学校国語 

 

 【課題】目的に応じて、必要な情報を見付ける。  

 

 ３三（１）は、文章で取り上げられている事例について、自分に置き換えたものとして適切

なものを選択する設問で、出題の趣旨は、目的に応じて、必要な情報を具体的に関連付けるこ

とができるかどうかをみるものである。 

 本市の正答率は全国をやや下回り、県を下回っている。また、無回答率は全国・県をともに

やや上回っている。すべてをひとくくりにして「苦手」を「嫌い」と考えるべきではないとい

う筆者の考えは理解できているが、「苦手でも好きなこと」という言葉を再構築して、文章に

合った自身の具体的な経験を結びつけることに課題が見られた。 

 

 

        指導のポイント        

 

○ 目的に応じて、必要な情報を具体的に関連付けることができるようにするため、次のよう

 な学習活動を取り入れていくことが考えられる。 

・ 文章などを読む活動において、筆者が提示した具体的な事例や主張のポイントを読み取っ

た上で、自分自身の生活の中で当てはまる場面を考えて、筆者の考えを自分の具体的な体験

に置き換えて捉え直すことが大切である。 

・ 自分の経験の中から筆者の事例と関わりのあるものを取り上げ、自分の経験とどのような

関係（共通点や相違点など）があるかを整理させることが効果的である。 

・ 「得意か苦手か」「好きか嫌いか」などの条件を整理しながら、筆者の主張や意図に最も

適した自分の経験を意図的に選ぶ活動を取り入れることが大切である。その際に、ＩＣＴ端

末を活用しながら語句を丸や四角で囲んだり、語句と語句を線でつないだりするなど、図で

示しながら整理することが効果的である。 

・ 文章に書かれている具体的な言葉をそのまま抜き出すだけでなく、全体を俯瞰して筆者の

伝えたい要旨を把握し、目的に応じて必要な情報を見付けて、自分なりの言葉や事例に置き

換えて表現させる指導の充実を図ることが大切である。 

・ 文章の心に残ったところやその理由などを学級全体で共有し、整理することで、自身の経

験を想起する視点を共有することが大切である。 

・ 筆者の考えと関連する自分の事例を、文章全体の構成や趣旨を踏まえて自分の言葉でまと

め直し、理由や根拠を説明し合う場面を設定することが効果的である。 

・ 友達同士で説明し合う活動を設定し、具体的な経験に触れる活動を通して、自身の経験や

考えをより明確にすることが大切である。 

 

   

関 連   

 解説資料Ｐ31～41、報告書Ｐ65～83（授業アイディア例を含む） 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析  

 

  小学校算数  

本市の傾向と課題       
○ 全体の平均正答率は、全国よりやや下回っている。県より上回っている。 

〇 領域別に見ると、平均正答率は下のとおりである。 

「A 数と計算」：全国よりやや下回っている。県より上回っている。 

「B 図形」「D データの活用」：全国よりやや下回っている。県よりやや上回っている。 

「C 測定」：全国より下回っている。県よりやや上回っている。 

「C 変化と関係」：全国とほぼ同じである。県より上回っている。 

〇 評価の観点別に見ると、平均正答率は下のとおりである。 

「知識・技能」：全国よりやや下回っている。県より上回っている。 

「思考・判断・表現」：全国よりやや下回っている。県よりやや上回っている。 

〇 問題形式別に見ると、平均正答率は下のとおりである。 

「選択式」：全国とほぼ同じである。県より上回っている。 

「短答式」：全国よりやや下回っている。県よりやや上回っている。 

「記述式」：全国より下回っている。県よりやや下回っている。 

 

  小学校算数 

 

 【課題】立方体の体積の計算による求め方について、一定数の児童は理解

しているが、課題がある 

 

 

１(1)の出題の趣旨は、立方体の体積の計算による求め

方について理解しているかどうかをみることである。 

 本市の正答率は、全国より下回っており、県よりや

や下回っている。解答類型で一番多い誤答が「８×８

や８+８+８以外の解答」であった。体積を求める式「

一辺×一辺×一辺」の基礎・基本的な知識の理解が不

十分である児童の割合が全国・県と比べて多い。 

 

        指導のポイント        

〇 図形を構成する要素に着目し、立方体と直方体について辺の長さや面の形に着目し、

双方の違いについて理解できるようにすることが大切である。 

〇 図形を構成する要素に着目し、立方体や直方体の体積が、縦、横、高さの長さを使っ

て計算で求められることを理解できるようにすることが大切である。 
・長方形や正方形の面積の求め方を基にして、直方体や立方体の体積の求め方を類推的に

考え、体積の計算による求め方を考察する活動が考えられる。 

   

関 連   

 解説資料Ｐ15～16、報告書Ｐ28～29（授業アイディア例を含む） 
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  小学校算数  

 

 【課題】示された基準量と割合から、比較量を捉えること  

  

２(４)の問題の趣旨は基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことが

できるかどうかをみることである。 

 本市の正答率は、全国より下回っており、県

よりやや上回っている。特に多かった誤答は「

イとエ」を選択した児童の割合が最も多く、正

答した児童生徒の割合を上回っている。「イと

エ」を選択した児童は、基準量の1.5倍に当たる

比較量を、右のように基準量より1.5目盛り分多

い量であると誤って捉えていると考えられる。 

次に多い誤答が「ウとカ」を選択した児童であ

る。「ウとカ」を選択した児童は、基準量の1.5

倍に当たる比較量を、右のように基準量と基準量

の1.5倍を合わせた量であると誤って捉えている

と考えられる。 

 

        指導のポイント        

  

○ 示された基準量と割合から、比較量を捉えることができるようにする。 

・示された基準量に対して、様々な比較量がどれだけに当たるかを、図を通して考える活

動が考えられる。その際、基準量とその２倍や３倍に当たる量を比較することを通して

基準量の１倍や1.5倍、2.5倍の意味を理解できるようにすることが大切である。 

・基準量の1.5倍に当たる量は、基準量を１と見たときに、1.5に当たる量であることを捉

え、割合についての理解を深めることができるようにすることが大切である。 

〇日常生活の様々な問題場面において事象を数理的に捉え、数量の関係に着目し、基準量

比較量、割合の関係や、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係について考

察できるようにする。 

・割合の学習では、二つの数量の差で比べるよりも、割合を用いて比べた方が適切に比べ

ることができる場面があることを捉えることができるようにすることが大切である。 

・単位量当たりの大きさの学習では、単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味と求

めた数量の大小で何が判断できるのかを捉えることができるようにすることが大切であ

る。 

 

   

関 連   

 解説資料Ｐ32～34、報告書Ｐ56～67（授業アイディア例を含む） 
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  小学校算数 

 

 【課題】二次元の表から、条件に合う数を読み取る  

 

４(3)の出題の趣旨は、二次元の表から

条件に合う数を読み取ることができるかど

うかをみるものである。 

 本市の正答率は、全国よりやや上回って

おり、県より上回っているが、全体の正答

率が２割を下回っている。特に多かった誤

答例が前半にあやとりに参加する人数は正

答できているが、前半はかるたに参加し、

後半はあやとりに参加する人数で誤答とな

っている児童が多い。つまり、示された二

次元の表の二つの観点を捉え、各欄の意味

について十分な理解ができていない児童が

見られる。 

  

        指導のポイント     

〇 問題を解決するために二次元の表を作成したり、必要な数値を読み取ったりすること

ができるようにする。 

・表の一部を隠して読み取れる数値を限定し、一つの観点から数値を読み取る活動を取り

入れていくことが考えられる。 

・合計はその行や列の数値を合わせた数であることを理解できるようにすることが大切で

ある。 

・読み取りたい場合について二つの項目を順序よく迫ったり、読み取った数値がどのよう

な場合なのかを捉えたりできるようにすることが大切である。 

〇 日常生活の問題を解決するためにデータを集め、目的に応じて表やグラフを作成し、

表やグラフから見出したことを表現することができるようにする。 

・実際に児童にアンケートをとり、二次元の表を作成する活動をとおして、データを二つ

の観点から分類整理する方法について理解できるようにする活動が考えられる。 

   

関 連 

 解説資料Ｐ58～59、報告書Ｐ98～101（授業アイディア例を含む） 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析  

 

  中学校国語  

本市の傾向と課題       
○ 全体の平均正答率は全国・県より上回った。 

〇 学習指導要領の内容別で見ると、すべての区分において全国・県より上回った。特に「情

報の扱い方に関する事項」においては、全国・県より大きく上回っている。また、「読むこ

と」においては、全国より県は下回っているが、本市は全国より上回った。評価の観点別に

見ると「知識・技能」において、全国・県より下回っているものがあり、言語事項について

の知識を、文章や文脈の中で関連付けて判断・活用する場面に課題が見られる。 

○ 問題形式別に見ると、｢選択式｣「短答式」｢記述式｣すべてにおいて、全国・県を上回って

はいるが、「記述式」の無回答率は高い傾向が見られる。 

 

 

 【課題】単語の類別について理解すること。  

 

１二は、単語の類別について理解しているかどうかをみる趣旨の問題である。 

本市では、正答率は国と県より低い。国と県と比較すると、「投げられる」の説明について

「投げる」という動詞と「られる」という助詞でできていると解答している生徒が多いことか

ら、助動詞「られる」と助詞を誤って捉えたものと考えられる。単語の分類について、自立語

と付属語を類別することはできているが、助詞と助動詞を類別することに課題があると考えら

れる。 

  

        指導のポイント     

○ 単語の類別について理解するために、次のような学習課題が考えられる。 

・文中の単語を取り上げ、「自立語」と「付属語」に分類し、それぞれの特徴や文中での

働きを確認する活動を繰り返し行う。 

・動詞、形容詞、形容動詞、名詞、助詞、助動詞などの品詞について、名称を覚えるだ

けでなく、「自立語か付属語か」「活用するか」「文中でどのような働きをするか」

という観点から整理する。 

・同じような語句を含む複数の文を比較し、単語の切れ目や品詞の違いによって、文の

意味や働きがどのように変わるのかを考える。 

・日常生活や教科書の文章から実際に使われている語句を取り上げ、単語に分けたり品

詞を判別したりするなど、既習の文法事項を実際の言語活動と結び付けて学習する。 

・単語の類別を単独の知識として終わらせず、文章を書く際に「この語はどのような働

きをしているのか」「別の語に置き換えるとどうなるのか」などを考えさせ、文法の

知識を表現に生かす場面を設定する。 

   

関 連 

 解説資料Ｐ10～15、報告書Ｐ2４～31 
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  中学校国語  

 

 【課題】文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと。  

  

 ３一は、文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で正しく使うことができるかど

うかをみる趣旨の問題である。 

本市では、正答率は国よりは高い。国と県と比較すると、文脈から意味を捉え「捕る」「撮

る」「取る」のいずれを使うのか正しく判断して選ぶことはできているが、「採る」について

は、文脈に即して正しく漢字を書くことができなかったものと考えられる。 

 

        指導のポイント        

 

○ 文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中

で正しく使うために、次のような学習課題が考え

られる。 

・各学年の語彙の指導の内容と関連付け、音訓を意

識し、同音異義語などの意味の違いに注意するな

どして、「文脈からどの漢字を使うのが適切か」

を判断する学習を取り入れる。 

・一人一台端末を活用して文章を作成する際にも、

漢字がもつ意味に注意して、適切に選択すること

ができるようにする。 

・漢字を選択した後に「なぜこの漢字を使うのか」

を言葉で説明させることで、漢字の意味と文脈と

の関係を意識できるようにする。 

・意味の取り違えが生じやすい漢字・語句を取り上

  げ、「辞書で調べる→文脈に当てはめる→適切か

  確かめる」という学習過程を習慣化する。 

・文章を書く活動の中で、漢字を正しく書くだけで

なく、「意味に合った漢字を使えているか」「語

句の使い方は適切か」という観点から推敲する時

間を設ける。 

   

関 連   

 解説資料Ｐ27～37、報告書Ｐ44～57（授業アイディア例も含む） 
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  中学校国語 

 

 【課題】語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えること。  

 

４二は、語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることができるかどうかをみる

趣旨の問題である。本市では、正答率は県よりは高い。国と県と比較すると、本文中から「あ

りありと映し出している」「心に思い描く」「包括的な含んだイメージを得る」以外の表現を

抜き出して解答している生徒が多いことから、本文の中から「ほうふつとさせる」と同じよう

な内容を表す別の表現を見付けることができなかったものと考えられる。 

 

        指導のポイント        

  

○ 語句の意味を文脈に即して捉える力を身に付けるために、次の

ような学習内容が考えられる。 

・文章中の分からない語句について、まず辞書的な意味を確認し

た上で、「この文章ではどのような意味で使われているのか」

を前後の叙述から考える活動を行う。 

・一つの語句について、複数の例文を比較し、同じ語句でも文脈

によって意味やニュアンスが変化することに気付けるようにす

る。 

・語句の意味を判断するときに、前後の一文だけでなく、段落全

体や文章全体の内容に目を向け、「何について説明しているの

か」「筆者は何を伝えようとしているのか」と関連付けて考え

られるようにする。 

・読解の際に、重要語句について「辞書的な意味→本文での意味

→その語句が文章の中で果たす役割」の三段階で整理する習慣

を身に付けることで、語彙の理解を文章全体の読解につなげら

れるようにする。 

 

   

関 連   

 解説資料Ｐ38～46、報告書Ｐ58～70（授業アイディア例を含む） 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析  

 

  中学校数学  

本市の傾向と課題       
○ 全体の平均正答率は、全国や県より大きく上回っている。 

〇 領域別に見ると、平均正答率は下のとおりである。 

「A 数と式」：全国より大きく上回っており、県より上回っている。 

「B 図形」：全国よりやや下回っているが、県より大きく上回っている。 

「C 関数」：全国・県より上回っている。 

「D データの活用」：全国・県より大きく上回っている。 

 

 

 【課題】2直線が平行線になるための条件を理解する。  

 

３は、２直線が平行になるための条件を理解し、二つの角の位置関係を捉えることができ

ているかどうかをみる問題である。 

「ＰＳ∥ＱＲを示すためには、どの２つの

角が等しいことをいえばよいか」について考

察する活動を取り入れることが考えられる。

この活動を通して、「錯角が等しければ２直

線は平行である」ことを根拠に、錯角である

∠c と∠f が等しければＰＳ∥ＱＲとなると

判断できるようにすることが大切である。 

錯角となる適切な角のペアが見つけられて

いないこと、平行線になるための条件と平行

四辺形になるための条件を混同するなどの誤答が考えられる。四角形を変形しながら、錯角

が等しいことと２直線が平行であること関連付けを理解する必要がある。 

  

        指導のポイント     

〇令和２年度【中学校】数学７「三角形から四

角形」で取り上げたように、手順によってでき

た四角形について考察する場面を設定すること

が考えられる。具体的には、手順によってでき

た四角形ＡＢＥＦは、点Ｅをどの位置にとっても、常にＡＦ∥ＢＥの四角形になると予想し、

図２を基にして、平行線や角の性質を根拠としてＡＦ∥ＢＥとなることを証明する場面を設定

することが考えられる。その際、手順における操作から、錯角である∠ＦＡＤと∠ＢＣＤ、∠

ＡＦＤと∠ＣＥＤがそれぞれ常に等しいことを捉え、それを根拠として、四角形ＡＢＥＦがＡ

Ｆ∥ＢＥの四角形であることを証明できるようにすることが大切である。 

   

関 連 

 解説資料Ｐ15～16、報告書Ｐ28～30 
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  中学校数学  

 

 【課題】２つの数量関係を捉え、反比例の関係を見い出すこと  

  

４関数を用いて事象を捉え考察

する場面では、具体的な事象の中

から伴って変わる二つの数量を取

り出して、その変化や対応の様子

に着目して関数関係を見いだし、

その関数の特徴を調べるために、

二つの数量関係を表、式、グラフで表現することが大切である。 

反比例の表から二つの数量の変化や対応の特徴を捉えたり、それらの特徴を基に x の値

に対応する y の値を求めたりする活動を取り入れ、反比例の意味の理解を深めることがで

きるように指導することが大切である。本問を使って授業を行う際には、単に当てはまる

数を求めるだけでなく、その数である理由を反比例の性質などを基に説明する活動を取り

入れることが大切である。具体的には、y ＝axという式で表されることや、「 x の値が２

倍、３倍、･･･になると、y の値が１/２倍、１/３倍、･･･になる」や「 x と y の積が一

定である」といった性質を基にした説明を取り上げることを通して、反比例について振り

返ることができるようにすることが大切である。 

 

        指導のポイント        

  

〇平成27年度【中学校】数学Ｂ１「プ

ロジェクター」で取り上げたように、映

像の明るさと投映画面の面積の関係を捉

える場面を設定することが考えられる。

投映画面の面積が大きくなるにつれて映

像の明るさが暗くなるという事象の観察

を通して、投映画面の面積と映像の明る

さが関数関係にあることを捉えられるよ

うにすることが大切である。その上で、映像の明るさと投映画面の面積の関係が 

「（映像の明るさ）＝（プロジェクターの光源の明るさ）÷（投映画面の面積）」という

式で表されることから、式の形に着目し、映像の明るさは投映画面の面積に反比例するこ

とを見いだせるようにすることが大切である。また、投映画面の高さをスクリーンに合わ

せるために、投映画面の高さと投映距離の関係を調べ、投映画面の高さは投映距離に比例

することを見いだすなど、同じ事象から取り出す数量を変更し、比例や反比例の関係を見

いだす場面を設定することも考えられる。 

   

関 連   

 解説資料Ｐ31～33、報告書Ｐ34～36（授業アイディア例を含む） 
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  中学校数学 

 

 【課題】筋道を立てて証明し、図形を考察すること  

 

８(２)一つの鋭角について、その２倍の大きさ

の角を作図する方法について考察する場面を取り

上げた。図形の性質について考察する場面におい

て、考察の対象となる辺や角の関係などを的確に

捉えることができるように指導することが大切で

ある。本設問を使って授業を行う際には、元の角

である∠ＸＯＹと手順にしたがって作図した∠Ｐ

ＯＢとの関係について捉える活動を取り入れるこ

とが考えられる。その際、∠ＸＯＹの大きさが何

度であっても、∠ＰＯＢの大きさがいつでも∠Ａ

ＯＢの大きさの２倍であることから、「∠ＡＯＢ

＝∠ＡＯＰ」や「∠ＰＯＢ＝２∠ＡＯＢ」と表現

したり、∠ＡＯＢ＝ a°として∠ＰＯＢ＝２a°

と表したりするなど、考察の対象となる角の関係

を捉えることができるように指導することが大切

である。次に、示された手順とは異なる作図の方

法について、その方法で２倍の大きさの角が作図

できることを証明する場面を取り上げ、証明する

ために必要な事柄を見いだす。 

 

        指導のポイント        

  

○方針を立て、証明することができるようにする。 

証明ができるようにするためには、仮定や仮定から分かること、結論を導くために必要なこと

を明らかにし、証明の方針を立てることが大切である。その方針に基づき、推論の過程を数学的

に表現できるように指導する必要がある。本設問を授業で扱う際には、まず証明すべき事柄をは

っきりさせ、その根拠を探す活動を取り入れるとよい。また、手順によって作図する過程や作図

してできた図形を確認しながら、「点Ｏや点Ａを中心にコンパスを用いて弧をかいたことから分

かることは何か」、「二つの三角形がくっついている様子から分かることは何か」など、各操作

や図形の特徴などから見いだせる関係を整理しながら、証明を進めることができるように指導す

ることが大切である。 

   

関 連   

 解説資料Ｐ36～42、報告書Ｐ59～71（授業アイディア例を含む） 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析  

 

  中学校英語  

本市の傾向と課題       
○ 全体の平均正答率は、全国・県とほぼ同じである。 

〇 領域別に見ると、「聞くこと」、「読むこと・書くこと」において、全国・県とほぼ同 

じである。 

〇 平均IRTスコアは、全国とほぼ同じであり、県よりやや上回っている。 

 ※IRTスコアは、「聞くこと・読むこと・書くこと・話すこと」の英語4技能を統合したも

の。IRT（項目反応理論）に基づき、500を基準に算出。 

〇 問題形式別に見ると、「短答式」「記述式」の正答率が下回っている。 

 

 

 【課題】短い文章を読み、要点を捉え、考えとその理由を書く  

 

10（１）の問題は、社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉えることができる

かどうかを把握することをねらいとしている。 

 「要点を捉える」ためには、文章全体を読み通した上で、複数の情報を取り出し、どの情

報がその説明の中で最も重要であるかを判断することが求められる。 

インターネットの使用に関する文章を読み、書き手が最も伝えたいことを選択する（１）

の正答率は県とほぼ同じであるが、国の正答率を下回っている。”We can find…” と助

動詞を用いた文章を、書き手が最も伝えたいことだと誤って捉えたり、大事なことは文章全

体の最後に書かれていると誤って捉えたりした可能性も考えられる。 

  

        指導のポイント     

○ 英語で書かれた文章（意見文）を読んで、文章が 

「書き手が最も伝えたいこと（主張）」と、それを 

支える理由（例示・経験・比較など）で構成されて 

いることを指導することが大切である。 

○ 書き手が最も伝えたいことだと判断した根拠 

を話し合う活動を設定する。文章を読んで、要 

点を捉えるためには、文章を読んだ後で、書き 

手が最も伝えたいことは何か、なぜそう考えた 

のかをペアやグループで話し合う。事実と考え 

に分けて文章の構成を確認させたり、考えを伝える表現や、例示をするための表現などに

着目させたりすることで、他の文章を読んでも要点を捉えることができるように指導する

ことが大切である。 

〇 スピーチ、新聞、ホームページなどへの投稿文の形式で書かれた文章を読み、書き手が

最も伝えたいことを捉える活動も必要である。 

   

関 連    解説資料Ｐ３６～３８、報告書Ｐ７６～８０ 
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  中学校英語  

 

 【課題】短い文章を読み、要点を捉え、考えとその理由を書く  

  

10（２）の問題は、社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くこ

とができるかどうかを把握することをねらいとしている。 

インターネットの使用に関して読んだことについて、考えとその理由を書く（２）の正

答率は国や県の正答率を上回っているが、他の問題の正答率と比べて低かった。また、無

答率は、国や県よりも上回っており、他の問題よりも無答率が高かった。”I agree with 

you.”など、書き手の意見に対する自分の意見は書いているが、その理由が書けていなか

ったり、内容が矛盾していたりするなど、条件を満たさないで回答している反応率が高か

った。賛成か反対かなどの立場を明確にさせ、自分の意見に対する理由を考えたり、書い

たりすることが課題といえる。 

 

        指導のポイント        

  

〇 文章を読んで要点を確認した後、自分の考えを 

キーワードとしてメモなどに整理させたり、思考 

ツールに整理させたりすることが大切である。ま 

た、ペアでやり取りさせ、話題に関する理解を深 

めてからメモに整理させることも必要である考え 

る。 

 

〇 “I agree / don’t agree with… because…”などの表現を用いて書き手の意見に

対する賛否とその理由などを話した後に、話した内容を１～２文程度で書かせることが考

えられる。また、書いた文章を互いに読み合い、自分が書いた文章に必要な内容を書き加

えるなど、簡単な「書くこと」の活動を繰り返し行うことが大切である。 

 

〇 正確に書く力を高めるために、自分の考えとその理由が伝わるかという視点から、語句

の選択、語順などの文構造、動詞の活用、語の綴りなどについて生徒同士でコメントし合

ったり、辞書、インターネット、AI等を活用したりして、表現の誤りを訂正できるように

することも必要である。 

 

   

関 連   

 解説資料Ｐ３８～４０、報告書Ｐ８１～８９（授業アイディア例を含む） 
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  中学校英語 

 

 【課題】まとまりのある文章を書く  

 

14の問題は、日常的な話題について、事実 

や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまり 

のある文章を書くことができるかどうかを把握 

することが趣旨となっている。 

 この問題の本市の正答率は国・県を上回って 

いるが、正答率は低い。 

正答の条件として、①15語以上30語以内の 

英語で書いている。②学校で普段行うことを1 

つ取り上げて書いている。③条件②についての 

説明を書いていることが挙げられるが、特に本 

市では、条件①、条件③を満たし、条件②を満 

たさないで解答しているものや無解答の割合が 

高かった。これは、学校での出来事や生活等、 

日常的な話題についての事実とそれに対する自分の考え絵や気持ち等、まとまりのある文章

を書くことに慣れていないことが考えられる。また、条件②が十分でないことについては、

”Our school...”や...”We...”といった主語を用いて書いたり、文法的に誤りある文章を書

いていたりすることが考えられる。 

 

 

        指導のポイント        

  

〇まとまりのある文章を書くためには、まとまりのある文章を読み、書かれている文章 

の構成を理解するなど、読む活動を充実させる必要がある。一貫性のある文章を読み、 

文と文の関係を捉え、段落内の情報と情報との関係、段落と段落との関係など、文章 

の構成を理解させることが大切である。 

・ テーマについての事実や自分の考え、気持ちなどを整理させる活動を取り入れる。話 

題について書く内容が浮かぶようにするため、書く前に話題に関連するキーワードでメ

モを整理したり、メモをもとにペアでやり取りを繰り返し、友達の考えや表現を参考に

自分の考えを書かせるなど、「話すこと」と「書くこと」の領域を統合した指導を行っ

たりすることも大切である。 

・ 接続詞（because, aｎd, but, soなど）を用いて複文や重文にしたり、代名詞（he,  

she, it, theyなど）を用いて文と文のつながりを意識させたりして、3文程度の短い文章 

を書くことを繰り返し行い、文と文のつながりなどに注意しながら文章を書く時間を確 

保する。 
   

関 連   

 解説資料Ｐ５５～５８、報告書Ｐ105～109（授業アイディア例を含む） 
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